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薬膳原理 と食 ・薬材 の効用 （2）

一 薬膳に 用 い る身近 な食物

難 波 恒 雄
＊

（Tsuneo 　Namba ）

1， 穀　　類

米類

　イ ネ科 の イネ Ofyga　sativa 　L．の 種 子。ウ ル チ 系の 粳 米 と

モ チ系 の 糯 米 が ある。赤米 は ウ ル チ 系，黒 米 は モ チ系 で あ

る。
　 こ うべ い

a ．粳 米 （薬 味 ＝甘，薬性＝平）

　 イ ネ科 の ウ ル チマ イ。生 の もの の 薬性 は 寒，焼い た もの は
　 あかごめ

熱 。 赤粳 は熱 性 で ， 味 が よ くて健康 に 有益なもの と して 賞用
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ん

さ れ る 。 そ の 効 能 は 『名医別録』に 「気を益 し，煩を止 め ，
　 　 　 　 　 えい
渇を止 め，洩を止 め る」 とあ る。
　 ゆ ゆぺい

b．糯米 （薬味 ＝ 甘，薬性 ＝ 温 ）
　 　 　 　 t）　 り ち ん

　明 代 の 李時移は 「橿≠は性 が 温 で あ っ て ， 醸  為嬋に すれ

ば 熱 と な り，熬 っ て 鯣 （あ め ）と した もの は ， 就 中甚 し齢 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も う せ ん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ し よワ
故 に 脾，肺の 虚寒な 者に 適 当な もの で あ る。孟 読や 蘇頌 が，

性 涼 とか，性 寒 とか い っ て い る の は 誤 りで あ る」とい っ て い

る。確 か に，モ チ ゴ メ は 性温なもの で ，内臓 の 諸器 官を温 め，

大 便 をか た くし，煩渇 （口 が 渇 く〉す る 人 に よい 。
し ： うば く

小 麦 （薬 味 ＝ 甘 ， 薬性 ＝微寒）

　 コ ム ギ 丁癬 伽 嬲 aes
’tivum 　L．（イネ科） は栽培 穀 物 中も

っ と も古 い 歴 史 を も っ て い る。現在 もっ と も
一

般的な パ ン

コ ム ギは，トラ ン ス コ
ーカ サ ス 地方が その 発祥地 だ ろ うと

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ん しん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き よ かん

され て い る。中国で は，そ の 種 子 を心神 を養 い ，虚汗 （ひ や

汗 ） をお さめ ， 腫 毒 を除 くもの と され て い る。
た い ぼく

大麦 （薬 味＝甘，鹹，薬性＝微寒）

　オ オ ム ｝
’
　Hordeum　vzalgare 　L ．　 var ．　 leerastchion

ASCHERS．（イネ科 〉も コ ム ギ 同様，古い 歴 史をもっ た栽培
　 　 　 　 　 　 い ん ヨ よ　　 ぼ く　しシ　　　 ば く

植物 で あ る。殷虚の ト辞に 「麥」の 文 字の 原 型 が あ る こ とか

ら， す で に 3300年前に 中国中北 部 で 栽培 され て い た。また

エ ジ プ ト，小 ア ジ ア，メ ソ ポ タ ミ ア，ヨ ー
ロ ッ

パ な どの 新省

器 時 代 の 遣跡 か ら，炭化 し た オ オ ム ギの 粒 が 発 見 され て い

るか ら，そ の もっ と も古 い もの は 9000年 前だ と もい わ れ て

い る。しか し，い ま だ に その 発 祥 地 は不 明 e 中 国で は 『名医

別録」に 載 り，薬用 と して は種 子 は発芽 させ た もや しを乾か

し，麦芽 と称 し，消化不良，食欲 減 退な どに 用 い る。
き ょ うば く

蕎 麦 （薬 味 ＝甘，薬 性 ； 寒 ）

　ソ バ FtrgoPynim　 esculenimm 　MOENCH の 発祥地 は 中央

ア ジ ア説 と 中国雲 南説が あ る が ，お そ ら く雲南省 か ら広が

っ た と思 われ る。ソバ の 実 に は ル チ ン が 含 まれ て い るの で，

高血 圧 に よい とい う説が ある 。 確 か に ソバ の 茎 や 葉 に は ル

チ ン が 含まれ て い るが ，食べ る と腸内細菌 の 酵素で分 解 さ

れ ， 薬効 は な くなる。まして ソ バ の 実 に は，ほ とん どル チ ン

は含 ま れ て い な い 。中国で は宋代か ら「腸，胃を実 し， 気 力

を益 す る もの 」と して 用 い られ て きた。ま た外 用 すれ ば 止

血，消 炎 作用 が あ る。

＊
富 山医科 薬科 大学名誉 教授

　 民 族 医薬食科学 研 究所 所 長

　2， 豆　　類

　 　 　 　 さ ん ず

そ ら豆 （蚕 豆 ）（薬 味 ＝ 甘 ， 微辛，薬性＝平）

　マ メ科 の ソ ラ マ メ Vicia　loba　L．は，中央ア ジ ア
〜
地 中海

地方原産 で，エ ジ プ トや 古代 ギ リシ ャ で既 に栽 培 され て い

た。トロ イの 遺跡か ら出土 して い る。そ の 種 子 の そ ら豆 は ，

ぢうえ い 　　　　　　　　　　　　　　　　　こころよ

譱鶚望） 『食物本草』に 「胃に 快 くし，　
：ag腑 を和す」 とある。

張 騫が 西 域か ら持 ち帰 っ た もの で，胡 豆 と もい う。茎 葉 （薬

味 ＝ 苦 ， 微 廿 ， 薬性一温）を油，羸 で 炒め て 食べ る と二 日酔

い に よい とい わ れ て い る。
とう ふ

豆腐 （薬味＝甘，鹹，薬性＝寒）

　マ メ 科の ダイズ Gむ露 θ mczx 　MERR ．なξの 種 子 の 加 工
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わいなんお っ り Ptフ あ ん

品。李時珍は 「豆 腐 の 製肉毳b 帶ρ舜南 王 劉 安か ら始 ま っ

た 」とい っ て い る。大豆，霾 豆，緑 豆 な どで 作 るが，一
般 に

は 黒 豆 が 多い 。古 来 の 豆 腐 は ， 水 分 の 少 な い か た い もの で あ

っ た。中国で は ほ とん ど石 膏 て薄無させ て い るが ，日本 で は

ニ ガ リ を用 い るこ とが 多い 。呉 瑞 の 「日用 本草』に載 り，胃

腸 に よい もの と され て い る。
せ き し ょ うず

赤 小 豆 （薬 味 ＝甘，酸，薬性＝平〉

　基 源 ：マ メ 科 の ア ズ キ Vigna 砌 g π ‘認 ∫ QHWI 　 et

OHASHI の 成熟種子を乾燥 した もの 。ア ズ キ は 中国 ま た は

100 （100）
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日本原産の 植物 で ， わが 国 で は農耕文化が 開始 し た こ ろ か

ら栽培 され た で あ ろ う とい われ，多 くの 晶種 が 作 られ て い

る。薬用 とす る よ り食用 と され る こ とが 多い 豆 で ある。薬用

に す るに は ， 暗赤色 で 粒が 小 さ い オ ワ リア ズ キ，および ア キ

ア ズ キが よ く，ナ ツ ア ズ キ，オ オ ア ズ キ が こ れに 次 ぐ。

　 成 分 ：少 量 の 結 晶性 サ ポ ニ ン
， その 他色素，植物 コ レ ス テ

ロ ール な ど を含有す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 すいしmp　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か コけ

　薬効 ：緩 和，解毒，利尿 薬 と して の 水 腫，脚気，下 痢 ， で

き物 な どに 用 い ちれる。
　 　 　 　 　 　 か て い ま ん　　ま お う れ ん し ± う

　 漢 用 処 方 ：瓜蒂散，麻黄 連 朝 赤小 豆 湯，赤小 豆 湯な ど。
り ょ くず

緑 豆 （蘂味 ＝甘，薬性＝涼）

　基 源 ：マ メ 科 の プ ン ドウ，ヤ エ ナ リ   欄 瀚 磁 吻

WILcz．の 種子。中国で 広 く栽 培 され て い る。

　 成分 1た ん ぱ く質 （重に グロ ブ リン 類），で ん粉，リン 脂

質 （ボ ス フ ァ チジ ル コ リン な ど），脂肪，ビ タ ミ ン 類 な ど を

含有す る。

　 薬効 ：清 熱 ， 解毒 ， 利水の 作用が あ るの で ， 冂 渇 ， 水腫，
　 　 　 　 　 　 　 　 ようしWO

下痢 ， 熱性 か ぜ ， 癰腫な どに用 い る。

　 漢 方処 方 ：緑 豆 汁 な ど。

　 選 品 ：肥 厚 した もの で
， 表面 が 黄緑色 で，光沢の あ る もの

が 良品、

　◎緑豆 は，豆 モ ヤ シ や 中国 ハ ル サ メ の 原 料 と して も有名。
緑豆 か ら と っ た で ん 粉 で 作 るハ ル サ メ は，日本 の もの と違

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ X7

呂
て ，

コ シ の 強 い こ とで も知 られ て い る。薄 くの ば した 粉

皮 と呼 ばれ る もの もあ り， 干 し た もの が輸入 されて い る。緑
豆 はお 粥 に 入れ て もお い し く， 緑 豆 粥 の 名 で 知 られ て い る。
ず　レ

豆鼓 （薬 味 ＝苦，薬性＝寒）

　基源 ：マ メ 科 の ダイ ズ （特 に ク ロ マ メ ） Glycine　 mex
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ う　 し

MERR ．の 種子を発酵 させ た ，
い わ ゆ る納豆 の 類 で，香鼓 と

もい う。現在 日本で 市販 され て い る もの は，食用 納豆 を乾 燥

させ た もの で 良品 で は な い
。 漢方医の 中に は 自家製 造 して

い る 人もい る。

　成 分 1脂肪，た ん ぱ く質 な ど，

　薬効 ：消畿鷂健 胃，消 化，解熱，発汗薬 と して熱 病 の 初期，
寒熱頭痛，心煩 な ど に 用 い られ る。
　 　 　 　 　 　 し　し　し とう　　　　　　　　　　　　 か て い さ ん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そう し とう

　漢方処方 1 梔子 鼓 湯，梔 子 甘 草湯，瓜蒂 散 ， 葱 鼓 湯 な ど。

　選晶 1大粒 で よ く肥 え，色が 黒 く，乾燥 が充分 で，虫喰 い

やよけい な 混 じ ワけ の な い もの が 良品。

　◎豆鼓は ， 中国料理 で は 調味料 と して，煮 もの ，炒 め もの ，
蒸 しもの な どに使 わ れ る。油で よ く炒 め る と，独 特の 香 りが

出 るが ， か な り塩 けが ある の で調 味 の さ い は控えめ にす る。

3． 食肉類

豚肉 （薬味＝酸，薬 性，涼 ）

　ブ タ Sus　scrofa 　domes’tica　BRISSON は ，「神農本草 経 』
の 下 品 に 「豚 卵，味 苦，温，驚癇，痍疾，鬼 注，蠱毒 を主治

す る」食薬 と して戴 っ て い る。非常 に古 い 時代 に，イノ シ シ

を飼育改良 した 家畜 で，あ らゆ る 部分 を食べ る。しか し多食

は よ くな い 。肉 は精 力の 衰えを補うもの だ が ， 頻 繁 に 食べ る

と，筋 骨 を弱 く し，肌 が 荒 れ て くる 。

　 脂膏（薬 味＝甘，薬性 ＝ 微 寒）は諸毒 の 作用 をな くす効能
が あ り，で き物 に外 用 す る。

　 心臓 （薬味＝甘，鹹，薬性 ＝ 平）は 血 の 不足 を補 い
， 婦 人

の 産後の 病気 に よい 。

　 腎臓 （薬味＝鹹，薬性 コ涼）は俗 に腰子 （豚 マ メ）と称 す

る。虚を補 い ，気 を さか ん に する もの で，糖尿，下 痢，産後

の 虚汗 に 用 い る。

　 胃袋 （肚）（薬 味 ＝甘 ， 薬性＝微温）は 内臓 の 諸器 官を補
い ，下 痢 ，

口 渇 に よ い 。

　 腸 （薬味 ＝ 甘 ， 薬 性 ＝ 微寒）は 虚 して渇 き， 小便 の 多い も

の を治 し，大 ・小 腸 の 風熱 を去 るの に用 い る 。

牛肉 （薬 Wt＝：甘 ， 薬 性 ； 平，温 ）

　 ウ シ Bos　 taurus 　 domestiCZtS　 GMELIN も ま た歴 史の 古 い

家畜 で あ る。『神 農 本 草 経 』の 中品に載 っ て い る。腰脚 を補

強し，内臓の 諸器 官に 有益 と され て い る。一般 に 黄牛（コ プ

ウ シ，朝鮮牛，和牛 に 近 縁 の 品種 ） を用 い る。

　 牛乳 （薬 味 ＝甘，薬性 ＝ 微寒 ）は小 児，老人 に 有益 で，や

せ て 元 気の な い 人を補益し，皮膚を潤 す。

　 胃 （薬味＝甘，薬性＝温）は，胃腸 を丈夫 に す る。

　 そ の 他あらゆ る部分 を食用 とす る。

鹿

「懶 本草 瀏 の 上品 に r髄 （一名鰯 飄」，　 ）ffnに
　 ろくtr： ラ

「鹿 茸」が あ る。明代 の 『本 草綱 目』に は，こ の 他 「鹿角」，
「鹿歯」，「鹿骨」，「鹿肉」， 「鹿頭 肉」，「鹿蹄肉」，「鹿脂」，「鹿

髄 」，「鹿脳 ⊥ 「鹿精」， 「鹿 血」，「鹿腎」，「鹿胆」， 「鹿 筋」，

「鹿靨」，「鹿皮」， 「鹿糞」， 「鹿胎」が 薬用 に され る と記 され
　 　 　 　 　 　 　 ほ う ぼ く し

て い る。シ カ は 『抱 朴 子 』に 「雄鹿
一

匹 は よ く牝 鹿数百匹 と

遊ぷ 」と あ り，その 精 力 の 強 さ は，人 間に とっ て 垂 涎の 的で

あ っ た 。肉 と合わ せ て，一葛罌 根 に 似 た 特 異 な形 態 ℃ し か

もそ の 発育が 速 や か な 「鹿 茸 （袋 角 ）」を食べ た ち，一
層効

果が あ る とい う象形療法 が 考 え だ さ れ た。現 在市販 され て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろくべ ぬ

い る もの は ， 肉の ほ か に 鹿茸，鹿角，鹿 鞭，鹿尾，鹿胎 な ど

で，すべ て 薬膳 に 利用 で き る。
ろくu

’
よ う

鹿 茸 （薬味＝甘 （鹹），薬性 ＝ 温）

　基 源 ：中国南部 ， シベ リア東部 に棲 息 す る シ カ 科 の マ ン

シ ュ ウ ア カ ジ カ Cen ，us 　 elOPhzas 　 uanthoPJgus 　 MILNE −

EDWARI ）S （馬鹿茸）や マ ン シ ュ ウジ カ C．加鈔 o ％ 　mant 一

融 励 α ∬ SWINHOE （花鹿茸）の 雄 の．まだ角化 して い ない 幼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き ょ じ ょ フ

角戴藻堺品。幼角だ けの もの を鋸 茸 ， 頭蓋骨の つ い た もの

を欣 茸 とい う。日本市場 で は ， 馬鹿茸を先端 か ら3等分 し

て，上 台，中台，
一
ド台 と し， 先端部 の 上台が 佳 品 で 高価 。

　成 分 ： コ ラ
ー

ゲ ン ，リン 酸 カ ル シ ウ ム
， 炭 酸カ ル シ ウム，

男性 ホ ル モ ン ，核酸，た ん ぱ く質 な ど を含 む。

　薬 効 ：疲労回復，強精，胃腸機 能促 進，温 補薬 と して ， 頭

痛， め ま い
， 耳 鳴 D，イン ポ テ ン ツ，腰膝 の 虚弱，慢性病 の

虚損 な どに用 い られ る。

　漢方処 方 ：鹿 茸丸，内補鹿茸丸，内金鹿 茸丸，鹿茸大補丸，
鹿茸散 茸 珠 丸 な ど。
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　選品 ： なるべ く小 さ くて軽 く， やや きめ の あ ら い もの ほ

ど品質が よ く，根元 の か た い 部分 は劣 品。

鹿肉 （薬味＝甘，薬 性 ＝温）は 内臓の 諸器 官 を補 い
， 疲労

を回復 し，身体 を温 め る。

　鹿角膠 （薬味＝甘 ， 薬 性 ・」 平）は 鹿角を熱湯で 煮 て ， その

纛液を濃縮 して 作 っ た膠 質。痣別 し た 沈 殿 物 を鹿 角 霜 と い

う。元 気をつ け，疲労をと O ， 婦 人 の 冷え症，生理 不 順 ，四

肢 の 痛 み に 用 い る。

　鹿 鞭 （鹿 腎）（薬味＝甘 ，薬性 ； 平 ）は シ カ の ペ ニ ス。腎

気 を補 い
， 陽 気を盛ん に す る もの で，い わゆ る 強精薬。

　鹿 筋 （薬 味 ＝ 甘，薬性 ＝平）は シ カの ア キレ ス 腱 。 骨折 ，

ね ん ぎ

捻挫，疲労 回復 に用 い る。

　鹿尾 （薬 味 ＝ 甘 ， 薬性＝温 ）は シ カの 尻 尾。強壮，強精薬

とす る。
う こっけ い

烏骨鶏 （薬味 ； 甘，薬性＝平 ）

　基 源 ：キ ジ 科 の ニ ワ ト リ GtxZlus　gatlus　 domesticum

BRISSON の 改 良品種。中国で 明 代 に 飼育改良 され た 唯
一

の

薬用鶏 。

　成分 ：た ん ぱ く質 ，
メ ラニ ン 色素， 脂 肪 ， 炭 水 化物，無 機

塩など を含む 。

　薬効 ：肉や 卵は 内臓 諸器窟を温 め ，元 気 をつ け ， 疲労 回復

作用 が ある。特 に 婦 人 の 帯 下 や 妊婦の 胎 動 に よい と い われ

て い る。

　選 品 ：李時珍 は 『本草綱 目』で 「鳥骨鶏は 毛が 白 くて 骨 が

黒 い もの と，毛が 斑 で 骨が 黒 い もの とが ある。また骨 ， 肉 と

もに 黒 い もの と，肉が 自くて 骨が 黒 い もの とが あ る。舌の 黒

い もの は 肉，骨 と もに黒 く，薬 に して さ らに 良好 で ある」と

い っ て い る。皮 膚，骨，鶏冠，舌， 爪 の 黒 い もの が 本物 。

　◎鳥骨鶏は ， 普通 の 鶏肉に 比 べ て 皮が か た い の で，火 を通

す時間を長 くす る。

4． 水産物類

す っ ぽ ん （鼈）（薬 味 ＝ 甘，薬性＝平〉

　ス ッ ポ ン 科 の シ ナ ス ッ ポ ン TrionySX 　sinensis

WIEGMANN ，ア ム
ール ス ツ ポ ン T．　muackii 　BRANDT ，ス

ッ ポ ン 7U6 ψ o痂 砌 TEMMICK 　et 　SCHLEGEL な ど e 『名医

別 録』に 「鼈肉」が 載 り，内臓諸器官 の 異状 を治 し， 気力を

益 し， 不 足 を補 う薬 と さ れ ， 食品 と して も保 温 ， 精 力増 強 の

効 果 が あ る。「鼈甲」はス ッ ポ ン 類 の 脊甲で，『神農本草me．1

の 中品に あ り，解熱，経閉時の 腹 痛 ， 腰痛治療薬 と され て い

る。ほか に脂，頭，頭血 ， 卵 ， 爪，胆 な ど，あ らゆ る部分 が

薬 と して 用 い られ る。

うな ぎ （鰻驪魚）（薬味 ＝甘，薬 性 ＝ 平 ）

　 ウナ ギ科 の ウ ナ k
’
／Ang ％ illaノ砂 o短 伽 　TEMMICK 　 et

SCHLEGEL。日本 で は す で に 縄 文 時代 か ら食用 とさ れ，日本

人 の 生 活 に 密着 した 魚 で あ る。古 くか ら栄養食品 と され て

き た が，で きもの ，婦 人 の 帯 下，子 ど もの 疳に よ い と され，

ま た 腰 膝 を温 め る。

鯉 （薬 味 ＝ 甘，薬性 ＝平〉

　コ イ αψ吻 躑 翩 吻 oL ，は ，中国で 鯉 魚 とい い ，フ ナ（鰤

魚）と と もに 古 くか ら養殖され た淡水 魚。『名医別 録』に 「の
　 　 　 おうだん

ぽ せ ，黄疸，口 渇 ， む くみ を治す」薬 と して載 っ て い る。ま

た 妊婦 が 食べ る と胎 動 不安を治 し，産後 の 乳 の 出 を よ くす
　 　 　 　 　 　 　 せ さ

る。その 他水 腫 ， 咳 に もよ く，利尿作用 が あ る。
　 り た ん

　鯉胆 （薬味＝苦， 薬
’lk　・r 寒）は，コ イの 胆 で ， 目の 炎 症 を

治 し， 目を明 らか に す る。
　 　 　 　 　 　 かい さん

干 しな まこ （海参）（薬味＝甘，薬性＝温〉
　 き よ くひ

　棘皮動物の マ ナ マ コ Stichopus　iaPoniczts’SELENKA ， キ

ン コ 　（フ ジ コ ）CUCt｛man
’
a　frondosa　／

’
a ）onica 　SEMPER ，

バ

イ カ ナマ コ Thelenota侃 απ嚠 JAEGERな ど の ナ マ コ 類 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L ざ つ そ

乾 燥 した い わ ゆ る イ リ コ 。『五 雑爼 』に 「
一

名海 男 子 とい フ 。

そ の 状 態 が 男子 の 勢 （陽根 ）の よ うだ か らで あ っ て，そ の 性

は温 補 で ， 人 参 に 匹 瞰す る。故 に 名づ けて海参 と い う」とあ

り，腎 経 （生 殖器 を含 む 〉を補 い ，陽 を盛ん に す る動きが あ

る。

あ わび （鮑魚）（薬 味＝鹹，薬 性 ＝ 平）

　 ミ ミガ イ科 の ア ワ ビ の 類 （ク ロ ア ワ ビ No加加 齣 漉 　dis−

CttS　REEVE，メ カ イア ワ ビ N ．　 sieboldi　REEvrE，マ ダカア
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ つ け つ め い

ワ ビ Ng 魯α泓 θα GMELIN ）。貝殻 を 「石 決明 」と称 し，「名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き m う こ フ　fi

医別錣 の 上 品 に載 り薬用 とす る。九 孔 螺 ， 千 里 光 の 別名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほうぎ t

が ある 。 『名医別 録』の 「鮑魚」は，塩 蔵 した 魚の 干物 で蠱
っ て，あわ び で は な い 。『後漢書』に 「南蠣 北鰒．」とあ る 「鰒

鯊」が 現在 の あ わび で
， 『随園 食単』に も 「鰒 魚」 と あ る。

フ ク トコ プ シ Haliotis　 diversieolor　 REEVE ，マ ア ノ ゴ H ．

ovina 　GMEL 工N ，トコ ブ シ H ．　divexsicolor　aquatilis 　REEVE

な ど も用 い ら れ る。肉 は滋 養，強壮 の 効 が あ 1）　，貝殻 の 「石

決 明 」は視力障害 に 用 い る ほか ， 利尿，制酸，止血 薬 とす る。
　 　 　 　 ぼ れ い

か き （牡蛎）（薬 味 ＝ 甘，鹹，薬性 ＝・va寒）

　 イ タ ボ ガ キ科 の マ ガ キ Crassostrea　gigas　THUNB ．，イワ

ガ キ C．ゐ6」6舵 露 SOWERBY ，イ タ ポ ガ キ Ostrea　denselamel一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぼう

♂os α LISCHKE な ど。蟻，蠣黄 と も称す る 。 か きの 特徴 は 貝

の 中で もた ん ぱ く質，グ リ コ
ー

ゲ ン ，亜 鉛 が多い こ とで あ

る。シ ジ ミと同様肝臓食で あ る と同時に，豊富な グ リ コ
ーゲ

ン は 子 ど もの 成長や 体力回復に役 立 ち，亜 鉛 は毛髪の 栄養，

イ ン シ ュ リン 生合成，精 子 の 増殖 に 必須 の ミネ ラ ル で あ る。

くらげ （海蜚皮）（薬眛 ＝鹹 ， 薬性＝温）

　腔 腸 動 物の 真正 クラゲ 類。食用 に す るの は，主 とし三規ダ
ン ク ラ ゲ Rhepilema 　esct ｛lenta　KISHINOUYE の 仲 間。海蛇，

水母 白皮子な ど と もい い
， 食塩 と み ょ うば ん の 混 合 液 に つ

け，塩 蔵 した もの を用 い る。婦人の 帯下 や 子 ど もの 丹毒，火

傷 な ど に 用 い る。

毘布 （海帯）（薬味＝鹹 ， 薬 性 ＝ 寒 ）

　 コ ン ブ 科 の マ コ ン ブ Laminan
’
a 　iaPonica　AREScH，ホ ソ

メ コ ン プ L ．religiosa 　MIYABE， ミツ イシ コ ン ブ L．　angng −

tata　KJELLIN ，ナ ガ コ ン プ L．　angenslata 　var 　longissima

MIYABE な ど コ ン ブ 属 の 海産褐藻。中国 で は 「海 帯」と称す
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べ 過 ぎに よ い と い うこ と は 昔か ら経 験 的に 知られ，応用 さ

れ て きた。魚な どの 焼けこ げに は，発 癌物 質ベ ン ツ ピ レ ン が

含 ま れ る が，添え る大根 お ろ しに は，こ れ を分 解す るオ キ シ

タ
ー

ゼ と い う酵 素が 含まれ て い る。こ れは生 活の 知 恵 とい

え る。ま た葉 に は，ビ タ ミン A ，C が 多量に 含 まれ る。種 子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き：k ん

は 「莢脹子」 とい っ て ， 健 胃， 去 痰薬 とす る 。

トマ ト （番茄）（薬味＝甘，酸，薬性＝微寒）

　ナス 科 の トマ ト LycOPersicon　 esculent ” m 　MILL の 果実。

南米ペ ル
ー，メ キシ コ 原産。16世紀に イタ リア へ ，17世紀

に は イギ リス に 渡 り，北 ヨ ーロ ッ
パ へ と広が っ た 。日本 に は

員 原益軒の 『大和本草』（1709年）に載 っ た もの が もっ と も

古い 記録 で あ る。中国で は 「陸川本草 』に番 茄 と して 載 っ て

い る。ヨ ーロ
ッ

パ に 「トマ トが 赤 くな っ て くる と，医者が 青

くな る」と い う諺が あ る。トマ トは ミ ネ ラ ル ，ビ タ ミン A ，

B， C が 豊 富 で健康食品 と し て の 価値 が 高 く，
口 渇，食欲不

振 に 用 い られ る。

パ セ リ （香芹菜）（薬 味，甘，薬 性 ＝ 涼 ）

　 セ リ科 の パ セ リ （オ ラ ン ダゼ リ）Petrosetinzame　 cnlspum

NYMAN の 茎，葉。南 イ タ リア，ア ル ジ ェ リア原産で ， 古代

ギ リシ ア 時代か ら薬用 や 香辛料 と され て い た。16世 紀 に な

っ て 北 ヨ
ー

ロ ッ
パ へ 伝 わ り， 中国へ は 18世紀，ア メ リカ に

は 19世紀に 導入 され た。日本へ は 18世紀末 オ ラン ダ船 が

持ち込 み，長崎で オ ラン ダ ゼ リ と称 して栽培 さ れ た。中国で

は 「洋芫萎」と もい う。 ビ タ ミン や ミネラ ル に富 ん で お り，

血行 をよくし，胃腸 の 調子を と との え る効 が あ る。
　 　 　 　 　 　 は さ い

ほ うれん草 （菠菜）（薬味 ：＝甘 ， 薬性 ＝涼）

　ア カ ザ科 の ホ ウ レ ン ソウ Spinacia　oleracea 　L．の 茎葉 。 西

ア ジ ア 原産。唐の 時代 の 中国に伝 わ り， イ ラ ン を意味 す る
　 は りょう

「波 薐」の 宇 が 当て られ，宋 の r嘉祐 本 草渥に 正 式に 収載 さ

れ た 。日本 に は 17世 紀初 め に 渡 来 （東 洋 系 ）。西 進 し た もの

は 15世 紀 に ヨ ーu ッ バ に 普及 し，20世 紀 に ア メ リ カ で大

規模 な缶 詰 の 加 工 が行 わ れ た 。
ち／；う毳乳沓 ビ タ ミン に 富み ，

ポパ イの 映 画 で 大 宣伝 され た ・張 従 正 の r儒 門事細 諏
そ
一

般 に，久 しい 病 で 大 便が 渋滞して 通ぜ ぬ もの 及 び 痔 漏

の 人 は，常に 菠薐 菜 の 類 を食うが宜 しい 」と ある 。 た だ し多

食は 禁物。
き ん し ん さい

金針菜 （薬 味 ＝ 甘 ， 薬性 ＝ 涼）

　ユ リ科 の ホ ウ カ ン ゾウ ffemerocallis　・fulva　L．（萱 草）， ヤ

プ カ ン ゾ ウ H ．ferlva　L．　var ．　kwanso 　REGEL ，ホ ソバ キ ス

ゲ 且 溜 ♂粥 L．var ．　minor 　M ．　HOTTA ，あ る い は マ ン シ ュ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ら い

ウ キ ス ゲ H ．伽 懈 L．な どの 花蕾。『本草綱 且塩に は 「黄花

菜」， 「鹿葱 菜 」 とあ D，「金針菜」の 名 は r演 南本 草 』に 載

っ て い る。萱 草 の 根 は唐の 『本草拾遺 』に 載 せ られ ， 宋 の 『図

経本 草 』に は 「五 月 に 花 を採 り，八 月 に 根 を採 集 して 薬用 と

す る。今 の 人 は 幼 苗 や蕾 を採集 して 漬け もの に し ， 胸 隔 を利
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ん ね つ

す るの に よい とい う」とある。小便赤渋，黄疸 ， 胸 隔 煩 熱，

不眠，痔瘡便．血．を治すの に 用 い る。

　7． 香味類
しょ ううい き X う

小 茴 香 （薬 味＝辛 ， 薬 性 ＝＝　sa）

　基 源 ： ヨ ー P ッ
パ 原 産 の セ リ 科 の ウ イ キ ョ ウ

Foeniculum　Vt｛lgare　MILL．の 成熟 した 果実。シ キ ミ科の 大

薗香 に 対 して 小薗香 と い い ，市 場 で は
“
こ うい き ょ う

”
と呼

ば れ る。特 異 な 芳 香が あ り，食品 の 香辛 料 と して も知 られ て

い る。

　成 分 ：精 油 （主成 分 ア ネ ト
ー

ル ），脂肪油 な ど。

　薬効 ：一般 に 日本 で は健胃，去淡薬 と して 用 い られ るが，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ん つ V

漢方で は 鎮痛薬 と して 諸種 の 胃疾患 ， 腹痛，疝痛な ど に 用 い

る。
　 　 　 　 　 　 あん らロ うさん　 　　 　 　 　　 れ い レ さ ん

　漢方処方 ：安 中散 ， 緩 肝 湯 ， 茘枝 散な ど。

　選 品 ：粒 は あま り大 き くな く， 青 み を帯 び た色 で，香気 の

強い もの が 良品。中国産 の もの は ， 黄褐 色 で 粒 が 大 き く，香

気 も弱 い た め，次品 とされ る。

　◎ 英名フ ェ ン ネル ，仏名 フ ヌ イユ 。ヨ ーU ッ
パ で は古 くか

ら ，
パ ン や 菓子 に 焼 き込 ん だ ＋？，ピ ク ル ス や 煮 込 み の 料 理 に

用 い ちれ る．
だ い う い さ よ う

大茴 香 （薬 味＝辛 ， 薬性＝温，熱 ）

　基源 ： 中国広西省チワ ン 族自治区に 自生 す るシ キ ミ科 の

ダ イ ウ イ キ ョ ウ liliCttm　 veram 　 HoOK ．　fiLの 成熟 した 果

実。日本 産 シ キ ミ の 果 実 は大茴 香 と非常に よ く似 て い る が，

有毒成分 シ キ ミ ン を含 む の で 混 用 は 厳禁。

　成分 ：ア ネ トール を主成分 とす る精油，脂肪油 など を含

む 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お う　 と

　薬効 ：健胃，興 奮薬 と して ， 腹満 ， 嘔吐，脚気な ど に 用 い

られ る．

　漢方処方 ；恩仙散な ど。

　選 品 ：淡 い 褐色 で，よく肥えて 厚 み が あ り， きち ん と八角
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ ｛ほワ
形 を した もの で

， 各房 の 腹縫 が 少 し破 裂 し， 内 部 に 淡褐 色の

種子をもっ て お り， 油分 に 富ん で い て，香 りの よい もの が 良

品。

　◎別名入角 茴 香 ， 入 角 と もい う。また，星 に 似た その 形 か

らス ター
ア ニ ス とも呼 び，洋風 の 料理 で も香味料 と して 使

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ
−i

われ る。た だ し，
“
多く食べ れ ば 目を傷め，瘡 を発す る

”
と

『本草綱 目』で は，多 食 を戒 め て い る。ス
ープ，煮込み もの

など に 用 い る。
レようず　く

小 豆 蒄 （薬 味 ＝辛，薬性 ＝温）

　基源 ： シ ョ ウ ガ科 の カ ル ダモ ン Elettarin　 cardamomum

MATON の ， 成 熟 した果 実 を乾 燥 した もの e イ ン ド，
ス リラ

ン カが 産地。果実 の ま まで取 り引きさ れ，使 用 す る と きに ，

果皮 を取 っ て種 子 だ けを用 い る。

　成 分 ：精 油 ， 脂 肪 油 な ど を含 む。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 く A う や く

　薬 効 ：芳 香性 健 胃，駆 風 薬 と して 用 い られ るほか ，香辛料

に も用 い られ る。

　 漢方処方 ：漢方で は用 い ない が，イ ン ドの アー
ユ ル ・ヴ

ェ
ー

ダ医学で よく用 い られ る。

　選品 ：黄白色で よ く肥 え て い て ， 皮 殻 の 表面に ある 縦筋
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が 浅 く，香気 の 高い もの が 良 品．

　◎カ ル ダモ ン の 名 で，カ レ
ー

粉 に 加え られ る。そ の 他，ソ

ー
ス や肉製品の ス パ イス として もよく使 わ れ る。

ち ょうり

丁 子 （薬 味 ：辛，薬 性 ＝ 温）

　基 源 ： フ ト モ モ 科 の チ ョ ウ ジ ノ キ Syxygizam
aromaticum 　MERR ．の 開花直前の 蕾で，丁 香 と もい う。花

の 形か ら丁子 とい う．モ ル ッ カ諸島が 原産 で ， 熱 帯ア ジア に

広 く栽培 さ れて い るが ，最近は ア フ リカ の ザ ン ジ バ ル が 主

産地に な っ て い る。著名な香辛料 として 昔か ら知 られ て お
　 　 　 　 　 　 　 こ し S う

D ， この 香 りは 胡椒の 辛味 と と もに ヨ
ー

ロ ッ パ 人 の 植民地

政 策の 源 とな っ た。料 理 ， 菓子 な どに 多 く用 い られ る。

　成分 ： オ イゲ ノール な どの 精 油 ， タ ン ニ ン
， 脂 肱 臘 な ど

を含 有す る。

　薬効 ：芳 香 性 健 胃薬，消 化 機 能促 進，整 腸 の 目的 で 用 い ら

れ る。また 家庭 薬 に 配 合 され る。

　漢方処方 ：丁 香柿蒂湯，丁 香茯苓湯，丁 香呉 茱 萸湯 な ど。

　選品 ：赤褐色 で よ く肥 厚 し，油 分 に富 ん だ 重 み の あ る も

の で，水に 入れ る と沈む もの が 良品。や せ て 細 く，軽 い もの

は劣 品。
さんしょう　　かしょう

山 椒 ・花 椒 （薬 味 ＝辛，薬 性 ＝温）

　基 源 ： ミ カ ン 科 の ア サ ク ラ ザ ン シ ョ ウ Zantho　），9um

pipe7itum　DC ．　forma　ineTme　MAKINo の 成熟 した果実。

薬用 の ほか に，香辛料 と して
一

般的に 使われ る。最近，中国
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しょく し ： う

か ら輸 入 さ れ て い る花 椒 （蜀 椒 ）は thnthomplum 　 bun−

geanum 　MAXIM ．
，

フ ユ ザ ン シ ョ ウ Z．　Planispinum　SIEB．　et

ZUCC．な どの サ ン シ ョ ウ属 ， ま た は イ ヌ ザ ン シ ョ ウ 地 gα脇

mantchbln
’
ca　HoNDA 　（＝ Z．　schintfolium 　SIEB，　et　Zucc．）

な ど の イ ヌ ザ ン シ ョ ウ属 の 植 物 の 果 実 で，山椒 とは 異 な り，

麻 痺性 が 強 い 。

　成分 ：精油 （デ ィ
ペ ン テ ン ），辛味 成分 （サ ン シ ョ オー

ル ）

な ど。

　薬効 ：健 胃，利尿，消炎 な ど の 作用 が あ り，胃腸を刺激 し

て代謝機能 を高め る。また，駆虫薬 と して も利用 され る、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う ばい がん 　 しょ うも く い し ょ うれきおうが ん

　漢方処方 ：椒梅湯 大建中湯，烏梅丸，椒 目己椒 歴黄丸

な ど。

　選 品 ：よ く熟 し た もの で
， 赤褐 色 で 大 き く味 は 辛味 が あ

っ て 香 りの よ い
， 新しい もの が 良品。古 くな る と， 暗紫黒 色

に 変 わ り， 香 りも辛 味 も抜 け て し ま う。果 殻 の 閉 じ た もの

や ， 黒 い 種 子 の 多い もの は劣 品。

　◎ 殺 虫，解 毒 の 作用 が あ る こ とは古 くか ら知 られ ， そ の 本

態 は 辛 味 成分 で あ る。こ れ ら に は局 所 麻 酔 作用 が 認 め られ

て い る。
こし よ う

胡 椒 （薬味 ； 辛 ， 薬性 ＝ 温 ）

　基源 ： コ シ ョ ウ科 の コ シ ョ ウ PiPer　nigram 　L．の 未成熟

果実 を熱湯中に 入 れ，表面 が 黒化 した ら引 き上げて 乾燥 し

た もの が 黒胡椒。成熟果実 の 種子 を乾燥 した もの，あ るい は

黒胡椒 の 果皮 と果肉を取 り除 い て 乾燥 した もの が 白胡椒。

薬用 に は，一般 に 白胡椴を用 い る。原産地 は 南イ ン ドの マ ラ

バ ー
ル 海岸地 方 u

　成分 ：ア ル カ ロ イド （辛味成分 ピ ペ リン お よび カ ヴ ィ シ

ン ），芳香成 分 の 精 油 を含 有す る。
　 　 　 　 　 　 　 く ふ う

　薬効 ：発 汗，駆 風，健 胃薬 と して 胃弱，消 化 不 良，嘔 吐，

下痢 ， 腹痛 な どの 症状 に 用 い られ る p

　選品 ：な るべ く大粒 で 辛 味 の 強 い
， 新 しい もの が 良 品。

　◎料理 との 相性を考えて ， ひ い て 使 っ た 1）， 粒 の ま ま使 っ

た D，使 い 分け る。大切 な こ とは，で きる だけ 粒 の ま まの も

の を求め ，使う直前 に ひ い て 使うと風 味 が 増 す。

8． 菌　　類

きくらげ （木耳）（薬味＝甘，薬性＝平）

　キ クラ ゲ科 の キ ク ラゲ ・4uriCttlariaα％万餾 勿％40百 QuEL．
の 子 実 俺 コ ナ ラ ，

ニ レ ，ハ ン ノ キ，ヤ ナ ギ，エ ン ジ ュ ，ク

ワ，ク リな どの 広葉 樹 の 朽 木 に生 え る。現 在 で は ほ とん ど人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

工 栽培品。 リウマ チ性 の 腰腿 の 疼 痛 ， 産 後の 虚弱 ， 手足 の 麻

蓮，白帯下 ， 子 宮出 血 ， 痔 出 血 ， 血 便 ， 嘔 吐，多痰 な どに用

い る 。

ぎん じ

銀耳 （薬 味 ＝ 甘 ， 薬 性 ＝ 平）

　 シ ロ キ ク ラ ゲ科 の シ ロ キ ク ラ ゲ Tremelga　 fucafonnis
BERK．の 子実体 。 「白木耳 」と も称す るD 多 くの 広葉 樹 の 腐

木に生え る菌 で，現在 は すべ て 人工 栽培品。 咳 ，
の どの 痛み ，

胸部 の 痛 み，便秘 生 理 不順 な ど に 用 い る。
ぷ くりょう

茯 苓 （薬味＝甘，薬性 ＝平）

　基源 ：サル ノ コ シ カ ケ 科 の マ ツ ホ ドPoria　 cocos　 WOLF
の 菌核 の 外皮 をは い で，輪切 りに した もの。こ の 菌 は マ ツ 属
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 as 〈

植物 の 根 に 寄生す る。中心 に マ ツ の 根 が 通 っ た もの を 「茯
し ん

神」とい っ て尊 ぶ が ，薬効 は 同 じ。中国雲南省 の 野生 品 が 最

良 品 で 「雲 茯 」とい う。近 年 は 培 養 も して い る。韓国産 は 内

部が 赤褐色の もの が あ っ て，あま りよくない 。

　成 分 ：90％ 以 上 が ブ ドウ糖 か らな る 多糖体。そ の 他 エ ル

ゴ ス テ m 一
ル ，四環 性 トリテ ル ペ ン な どを含有す る。

　薬効 ：鎮静 ， 利 尿 薬 と して ， 胃内停 水 ， 心 悸 亢 進 ， 筋肉の

痙攣，小便不利， 口 渇， め まい な どに用 い られ る。

　漢方処方 ：苓桂朮甘湯，茯苓飲，五苓散，茯苓四 逆湯 ， 侠

苓甘草湯，茯苓沢瀉湯な ど。

　選品 ：皮は 黒褐色で 内部 が 白色，か た くて 重 み の あ る も

の が 良品。内部が 暗色を帯ぴ た り， や わ らか すぎる もの は 劣

品。

　 ◎ 粉 末 に して，料 理，点 心 な どに 幅広 く使 え る．
とうち m うか そう

冬 虫夏専託蕚味
＝甘，薬 1生＝平）

　基源 ：鱗翅 類，特 に コ ウ モ リ ガ 類 助 翅 欝 β脇 o 漉 砌 粥

OBER ．の 幼 虫 に 寄生 し た バ ッ カ ク キ ン 科の フ ユ ム シ ナ ツ ク

サ タケ CordycOPs伽 覦 ∫露 SACC．の 子 実体 （キノ コ ）を虫

体 と共に 乾燥 した もの 。チベ ッ ト，雲南，青海省に 産し，清

代の 本草書 『本草従新』に 初め て 載せ られ た，新 しい 生 薬。

チベ ッ 】
・
の 人参 と もい わ れ て い る、近年 カ イ コ Bombyx

解 o 万 L．の 幼虫に 寄生した サ ナギタケ CordycOPs　 militaits

FR ，の 子 実体 の 培 養 に 成 功 し，「北 虫草 」 と称 して 市 販 され

て い る。
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　成 分 ：脂 肪 （飽 和脂 肪 酸，不飽 和脂 肪酸），粗 た ん ぱ く，

マ ン ニ トール，核酸 な ど を含有す る。

　薬効 ：強壮，鎮静，鎮咳薬 と して ，病後の 虚弱 性，イ ン ポ

テ ン ツ，肺結核 の 吐 血，老人性慢性咳嗽，盗汗 （寝汗），自

汗，貧 血症な ど に 応用 さ れ る。

　選 品 ：子 実体 は黒 色 で太 く， 虫体 は蚕 に似 て，表 面 は明 る

い 黄色 で ， 内部が 純 白色 ， 豊満 で充実 して い る もの が 良 品 。

虫体が 黒 色 の もの や 砕 け た もの ， 虫喰 い の あ る もの は劣品。

　◎ 水 で もど して ， そ の ま まス
ープ や 煮もの に 使 う。また，

水 と酒 に ひ た して 蒸 し，エ キス もい っ しょ に 使 う。どん な材

料 と も相 性 の よ い 生 薬 で あ る。
れい　し

霊芝 （薬 味 ＝苦 ， 薬 性 ；平 ）

　基 源 ：サ ル ノ コ シ カ ケ 科 の マ ン ネ ン タケ Ganoderma
舷 ゴ4瀦 KARST ，また は そ の 近縁 種 の 子実体 を乾燥 した も

の 。『神 農本 草 経 』の 上 品 に は 「赤芝 （丹芝）」，「黒 芝 （玄芝）」，

「青芝 （龍芝）」， 「白芝 （霊 芝）」， 「黄芝 （金 芝 ）」， 「紫芝 （木

芝 ）」の 六 芝 が 載 っ て い る。こ の 六芝 は そ れ ぞ れ別種 なの か，
同種 で あ っ て も寄 生や 産 生 時期 に よ り傘 の 色 が 変化 した の

か 不明。紫芝 と赤芝が普通 で あ る。

　成分 ：エ ル ゴ ス テ U 一
ル，多糖類，有機酸，樹脂，ク マ リ

ン ，マ ン ニ トール な どを含有す る。

　薬効 ：強壮，鎮静薬 と して，神経衰弱症，不眠症，消化不

良，老人性気管支炎の 咳嗽な どの 慢性病 に応用 す る。最 近 の

薬理 研 究 で は，肝 臓保護 ， 抗菌作用 が 認 め られ て い るが ， そ

の 産地や 寄生主 に よ っ て効 果 が
一

定 しな い の で ， 今後の 品

質研 究が 必要。ま た 多糖 成 分 の 抗 癌 効 果 が 注 目 され て い る。
洟方 処方 ：紫芝丸 な ど。

選 品 ：傘，柄 と も紫 紅 色 で光 沢 が あ る もの が 良 品。

　◎ 魚 な どの 煮物 に エ キ ス と して 入 れ る。苦味 に 注意。

（次号 に 続く）
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